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自己実現の欲求

尊厳。ビ雪 (承認あ欲求)

社会的欲求 (所属と愛の欲求 )
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おこってもいいよ。でもね 。・・

■ だれかを傷つけないでね。
■ 自分のことを傷つけないでね。
■ 物を壊さないでね。
―一どうしておこっているのか話そうよ

「おこりんぼうさんとつきあう25の方法(怒りのマネージ
メント)」より  明石書店

多様な社会において、意見・考え・

価値観は、人それぞれ違います。ま

た人は、それにともなう立場を持ち

ながら多くの人と関わります。さまざ

まな意見や考え。価値観の違いが多

くの感情を引き起こします。自分の

中に起こる感情の扱いも重要です

が、
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「一人ひとりの “子どもの力"を育む」
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日本ユニセフ協会による～
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。 生きるカロ学ぶ力・参加する力を育む
。 しあわせに生きる

○ 子ども自身が自分を大切にするために

。 大切にされる経験とは
・ 子どもの気持ちを聴く
。 行動ではなく気持ちを受け止める
。 伝えること、伝わること

○ 感情と行動

・ 子どもの行動
・ 感情の扱い

○ お互いを尊重する関係性

・ 多様な価値観の中で
。 認める関係 口お互いの境界線

o一 人ひとりの子どもの力と可能性

。 一人ひとりの力を伸ばす
。 エンパワメントの関わり

○ おわりに

マズローの「欲求階層説」
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■ 子 どもの権利条約

生きる権利 。・ ■2もたちは、あた りまえにご飯を食べた り、寝た り、

浜氏基薫藁ムエ塾控二上4旦星≧ていますか?

、言2贔述≧董鐘義ど舅斎′`
失敗したら

,、9厚レ‐ぼ
参加する権利・・子どもたちは、自分のことを     諄υ裡珍二ど
のくらいしているでしょうか?       ‐

■ ワークショップでの「わたし・あなた・みんな」と人権教育
ワークショップの基本 人権教育の 3つの柱

わたし 自己理解 わたしがわたし自身を大切にする

あなた 他者理解 。相互理解 わたしとあなたがお互いを尊重する

みんな 課題の共有と解決 みんなと一緒に社会をよくしていく

伝えること、伝わること

表現から受け取る

情報 (感情・態度など)の害」合 (影響)
・ 顔の表情           55%
・ 声の質 (高低)大きさテンポ  38%
・ 話す言葉の内容         7%
アルバート・マレービアン博士による実験結果より

■ 人間関係をつくるもの

■

　

‐̈

な
に
が
、
人
間
関
係
を
つ
く
る
の

だ
ろ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
く
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
。

言
葉
の
使
い
方
？

礼
儀
作
法
？

処
世
術
？

自

分

の
気

持

ち

を
抑

え

る

こ

Ｌｃ
？
・

い
ろ
い
ろ
考
え
あ
ぐ
ね
い
て
い

る
う
ち
に
、
大
切
な
も
の
を
忘
れ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

そ
う
、
関
係
は
気
持
ち
の

や
り
取
り
で
生
ま
れ
る
ん
だ
。

自
分
の
気
持
ち
と
相
手
の
気
持

ち
。

気
持
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が

関
係
を
つ
く
る
ん
だ
。

「人
間
関
係
の
お
け
い
こ
」

八
巻
香
織
著
テ
ィ
ー
ン
ズ

ポ
ス
ト



0孝燿Jヾ L`β (ヾ子だ5く )

θ矧塊琢nかぅィ多′aハ
らそ

θ′→穿緻↓i晰 :fご

“

(rgもク＼子

マグ′/の 2∂くだfイメ移%たメ 多′で`

0

θ `じ セ`a

″乙及笏 →∠め予ρヾ
｀
術 のメ多ギ枠ニイ

や
1舜孝+ 1  クテイ2、

0争ビ七執身ベタかt天キ″K`ろイ(ω lて

'竹彰ヵ(1`ばくれイそう・も夕tィニめ3

夜 バ暉啄%ミ ″′ル・ジカメ

θ ″導入索ヒえて

'カ

OXヽ 12C宏そなれj―ドc):慧
tサ

:力石至iζサ′顆 
〈̀
Tツ↑多il〔
て
,等〈Iア
  子
|[`'f(『

ノ

Z^り■→彩夕1推教 彰を解でlVじ後ずつ

来九鶴篠粂7
ィ(a}ぜてt%｀ぬ|

ル瑚蜀 蜂々郷ぐづ薇減れボ

↓

＼

―

ソ

／
イ
イ

剣

利
彰


